






要約:厚生省「B 型肝炎母子感染防止事業」の全国における進捗状況を調査し、その効果

を推算した。平成 3年度に本事業による検査を受けた妊婦は 92.6%であり、本事業の結果、

平成 4 年出生児における HBV キャリア発生は 421 人に減少し、キャリア率は 0.03%となっ

たと推算された。


